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[論文要旨］

ハイリスクマザーの評価と支援のために，母親の育児不安・不満感，育児満足感，夫のサポ

ート感に関する母性意識質問紙を作成し，乳幼児健診の場において質問紙を実施してきてい

る。本研究では地域保健活動の場において，ハイリスクマザーを早期発見する上で，本質間紙

が有用であるかを考察するために，乳幼児をもつ母親の母性意識質問紙の信頼性と妥当性につ

いて検討した。項目の信頼性では，１回目と２回目の安定性の相関は高く，項目間に一貫‘性が

みられた。項目の妥当性では，４カ月，１歳６カ月，３歳の３時点において，各項目と因子別

総得点との間に高い正の相関が認められた。以上から，育児不安・不満感の高い母親，育児満

足感の低い母親，夫のサポート感の低い母親を早期に把握するために，本質問紙の活用が可能

であることが明らかとなった。

Keywords：ハイリスクマザー，早期発見，育児不安感，育児満足感，夫のサポート感
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久保由美子・長尾秀夫・宮内情子

Ｉはじめに

少子化，核家族化，受験戦争，情報氾濫など子どもを取りまく環境の変化にともなり，不登

校，いじめ，校内暴力，家庭内暴力，摂食障害，薬物乱用，虐待など子どもの心の問題が増加

してきている（厚生省，1999)。そして，子どもの心の傷は次の世代にも引き継がれ，発生予

防にはライフサイクルの視点での対応が必要になってきている。わが国の母子保健行政におい

ては，「健やか親子21」の運動の柱の一つに，「子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の

軽減」をあげ，育児環境面からの支援，すなわち親の育児不安を除きのびのび楽しい育児がで

きる取り組みを提唱しており，小児医療・保健の立場からの育児不安軽減への取り組みとして

周産期からの支援や出生前小児保健指導による早期介入が行われてきている（吉永，２００２；小

川，2002)。1980代以降，育児不安に関する研究が行われ，近年，育児不安尺度・評価に関す

る研究も行われてきているが（牧野，１９８２；１９８８；川井他，１９９７；１９９８；１９９９；２０００；２００１；

吉田他，1999)，地域保健活動の場における実践的な研究は少ない。

著者らは，地域保健活動の場において子どもの将来の発達の遅れとメンタルヘルスに関与す

る環境的危険'性の高いリスク児を早期に把握し，リスク児とその家族に対して早期介入を試み

てきている（久保・長尾，１９９６；１９９７；1999)。最近，乳幼児健診において，「子どもとどうか

かわっていいかわからない｣，「子どもと遊ぶことが苦痛である｣，「子どもがかわいくない」な

ど育児不安の高い母親や母子相互作用行動が少ない母親に出会う機会が多い。乳幼児のメンタ

ルヘルスにとって家庭養育環境は重要であり，家族的リスク要因（表１）の高いハイリスクマ

ザーを早期に発見し早期に介入することが必要であると考える。著者らは地域保健活動におけ

るハイリスクマザーの評価と支

援のために，母親の育児不安・ 表ｌ家族的リスク要因（Sameroff，1993）

不満感，育児満足感，夫のサポ

ート感に関する母性意識質問紙

を作成し，乳幼児健診の場にお

いて質問紙を実施してきてい

る。本研究では地域保健活動の

場において，ハイリスクマザー

を早期発見する上で，著者らが

作成した母性意識質問紙が有用

であるか考察するために，質問

紙の信頼性と妥当性について検

討した。

Ⅱ対象と方法

対象は1997～2000年度にＡ市で実施している乳幼児健診を受診した乳幼児の母親である。

方法は母性意識に関する質問紙を郵送し，健診時に回収した。また，質問紙の信頼性について

検討するために，2000年度において母性意識に関する質問紙を郵送時だけでなく健診時にも再

8０



母性意識質問紙の信頼性・妥当性の検討

度記入を依頼した。

母性意識に関する質問項目は小野・宮内・久保（1993）の母性意識項目を参考に選定し作製

したもので，０歳，３歳，５歳，７歳，１０歳の子どもをもつ母親に共通にみられた３因子（育

児不安や不満に関するもの，育児満足感や肯定的母性に関するもの，夫婦の協力に関するも

の）の中から選んだ１８項目によって構成されている。母性意識項目の応答形式は「全くない」

「ほとんどない」「時々ある」「よくある」の４件法により，それぞれ１，２，３，４点を与え

てその因子得点とした。

統計処理はStatView5､０，Excel統計97を用い，母性意識の構造を明らかにするために１８項

目について因子分析（直交バリマックス回転）を行い，信頼性を検討するために，各因子の合

計得点について，２回の結果との間でのピアソン相関係数を求めた。

Ⅲ結果

１．対象者

Ａ市で実施した母‘性意識質問紙については，郵送した3302の中2995（90.7％）が回収され

た。この中で資料が完全な者は，2553名（77.3％）であり，４カ月児の母親815名（男児395

名，女児420名)，１歳６カ月児の母親853名（男児424名，女児429名)，３歳児の母親885名

（男児416名，女児469名）であった。

また，郵送時と健診時の資料のそろった者は，乳児の母78名，１歳６カ月児の母105名，３

歳児の母75名，計258名であった。

２．対象者の背景

母親の年齢は，２０歳未満0.9％，２０歳代54.2％，３０歳代43.7％，４０歳代1.1％であった。母親

の職業は，無職（専業主婦）75.9％，常勤11.4％，自営業（商業）3.4％，農業１．１％，パート

7.1％，不明１．１％であった。また，子どもの出生順位は第１子41.9％，第２子38.0％，第３子

17.5％，第４子以上2.5％であった。家族形態は，核家族が79.7％，祖父母との同居が20.3％

であり，さらに母子家庭が1.4％であった。

３．分析結果

（１）因子別項目（表２～表４）

因子分析を行い固有値１以上を選択した結果，４か月，１歳６か月，３歳の３時点において

固有値の高い順に「育児不安・不安感｣，「育児満足感｣，「夫のサポート感」と名付けられる３

因子が抽出された。項目の内容は，「育児不安・不満感」９項目，「育児満足感」６項目，「夫

のサポート感」３項目であった。また，因子別項目の内的整合'性を示すクロンバッハα信頼

性係数は0.67～0.85であり，項目間に一貫性があることを示していた。

（２）項目の信頼性（表５）

因子別得点の信頼性を検討するために，１回目と２回目の得点についてピアソンの相関係数

を求めたところ，ｒ＝0.76～0.96と高い相関が認められ，安定性があることを示していた。

（３）項目の妥当性（表６）

項目の妥当性を検討するために，各項目と因子間との相関関係を求めてみたところ，４力
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表３母性意識質問項目の因子分析（１歳６カ月）

表２母性意識質問項目の因子分析（４カ月） Ｎ＝815

Ｎ＝853

負荷

因子１因子２

量

因子３
因子 項目

因子ｌ：育児不安・不満感（９項目）
３．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
５．ひどくがっかりしたときには，なかなか気分転換ができない
６．育児の自信がなくなる

８．自分のやりたいことができなくて焦る

１０．自分一人で子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう
１２．子どもを育てるためにがまんばかりしていると思う
１４．育児ノイローゼになる心境に共感できる
１６．自分の関心・時間を子どもにとられて視野が狭くなる
１７．何となくいらいらする

因子２：育児満足感（６項目）
１．育児は楽しい

４．育児は有意義な仕事である
７．子どもをもって自分も成長した
９．子どもはいとおしい

１３．わが子（歳）は，愛情に素直に反応する
１５．充実感がある

因子３：夫のサポート感（３項目）
２．子どものことについて夫婦でよく話し合う
１１．夫は，一緒に子育てをしてくれている
１８．夫は家事に協力的である

唖
、
幽
眠
認
姉
蝿
睡
恋

０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●

0.580

0.678

0.611

0.549

0.481

0.619

0.696

0.837

0.830

固有値

寄与率（％）

累積寄与率（％）
信頼性係数ａ

4.586

25.5

25.5

０．８２３

2.223

12.4

37.8

０．６７１

１．４６８

8.2

46.0

０．７２５

久保由美子・長尾秀夫・宮内情子

班
砲
卸
卸
顕
加
晒
鰹
煙

０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
ｂ
●

0.632

0.620

0.613

0.619

0.612

0.643

負荷

因子１因子２

量

因子３
因子 項目

因子１：育児不安・不満感（９項目）
３．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
５．ひどくがっかりしたときには，なかなか気分転換ができない
６．育児の自信がなくなる

８．自分のやりたいことができなくて焦る

１０．自分一人で子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう
１２．子どもを育てるためにがまんばかりしていると思う
１４．育児ノイローゼになる心境に共感できる
１６．自分の関心・時間を子どもにとられて視野が狭くなる
１７．何となくいらいらする

因子２：育児満足感（６項目）
１．育児は楽しい

４．育児は有意義な仕事である
７．子どもをもって自分も成長した
９．子どもはいとおしい

１３．わが子（歳）は，愛情に素直に反応する
１５．充実感がある

因子３：夫のサポート感（３項目）

２．子どものことについて夫婦でよく話し合う
１１．夫は，一緒に子育てをしてくれている

１８．夫は家事に協力的である

１．６１７

9.0

50.2

０．７８３

0.758

0.897

0.817

固有値

寄与率（％）

累積寄与率（％）

信頼性係数ａ

5.177

28.8

28.8

０．８５０

2.243

12.5

41.2

０．７２１
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１回目

平均（SD）

表４母性意識質問項目の因子分析（３歳） Ｎ＝885

対象

負荷

因子１因子２

量

因子３
因子 項目

因子ｌ：育児不安・不満感（９項目）

３．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
５．ひどくがっかりしたときには，なかなか気分転換ができない
６．育児の自信がなくなる

８．自分のやりたいことができなくて焦る

１０．自分一人で子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう

１２．子どもを育てるためにがまんばかりしていると思う

１４．育児ノイローゼになる心境に共感できる

１６．自分の関心・時間を子どもにとられて視野が狭くなる

１７．何となくいらいらする

因子２：育児満足感（６項目）

１．育児は楽しい

４．育児は有意義な仕事である

７．子どもをもって自分も成長した

９．子どもはいとおしい

１３．わが子（歳）は，愛情に素直に反応する
１５．充実感がある

因子３：夫のサポート感（３項目）

２．子どものことについて夫婦でよく話し合う

１１．夫は，一緒に子育てをしてくれている
１８．夫は家事に協力的である

蝿
砿
函
蝿
迦
班
対
地
碗

０
０
０
０
０
０
０
０
０

号
●
●
●
●
●
●
●
●

0.678

0.670

0.630

0.619

0.544

0.676

0.736

0.887

0.820

固有値

寄与率（％）

累積寄与率（％）

信頼性係数ａ

2.222

12.4

38.9

０．７３８

１．７１７

9.5

48.5

０．７８７

4.784

26.6

26.6

０．８２４

表５テストの信頼性－１回目と２回目との相関関係一

21.3(4.8）

22.1(2.0）

９．６(2.2）

２回目

平均（SD）

母性意識質問紙の信頼性・妥当性の検討

相関係数

１歳６カ月

Ｎ＝１０５

因子

21.0(5.2）

22.5(1.7）

１０．１(1.7）

21.3(4.9）

22.5(1.7）

９．９(1.7）

育児不安・不満感

育児満足感

夫のサポート感

育児不安・不満感

育児満足感

夫のサポート感

育児不安・不満感

育児満足感

夫のサポート感

育児不安・不満感

育児満足感

夫のサポート感

９
０
３
８
９
７
０
２
９

田
“
兜

９
８
９
８
７
８
７
８
９
８
７
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

乳児

Ｎ＝7８

３歳

Ｎ＝7５

22.1(4.5）

21.4(2.1）

９．４(2.2）

21.0(5.0）

22.2(2.0）

９．７(2.1）

20.5(5.1）

22.1(2.2）

９．５(2.3）

21.4(4.3）

21.2(2.3）

９．３(2.1）

月，１歳６カ月，３歳の３時点において，因子別各項目と因子別総得点との間に高い正の相関

が認められた。

（４）因子間の相関（表７）

因子間の相関係数をみると，３時点において「育児不安・不満感」と「育児満足感」および

「夫のサポート感」との間に負の相関関係，「育児満足感」と「夫のサポート感」との間には

正の相関関係が統計的には有意であったが，相関係数は0.2～0.4と低かった。

21.7(4.6）

21.7(2.1）

９．５(2.0）

合計

Ｎ＝258
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表６項目得点と因子得点との相関関係

相関係数 1歳６カ月

Ｎ＝853

４カ月

Ｎ＝815

３歳

Ｎ＝885･因子

”
師
姉
鯉
皿
、
幽
師
”

０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●

”
鰹
加
晒
既
加
硫
蝿
秘

０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●

0.556

0.636

0.641

0.669

0.628

0.700

0.606

0.651

0.677

0.624

0.704

0.632

0.518

0.479

0.709

池
、
卸
永
唖
泌

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

0.726

0.722

0.663

0.568

0.505

0.751

0.716

0.828

0.871

0.787

0.894

0.823

0.783

0.884

0.855

表７因子間の相関係数

ヨｌ美

久保由美子・長尾秀夫・宮内情子

可
‐
Ｉ
Ｊ

Ｆ
Ｌ

乳幼児をもつ母親の母性意識を分析した結果，「育児不安・不満感｣，「育児満足感｣，「夫の

サポート感」の３つの因子が抽出された。「育児不安・不満感」９項目，「育児満足感」６項

目，「夫のサポート感」３項目について，項目の妥当性と信頼性について検討した結果，質問

紙の有用性が認められた。しかし，３因子の測定としての妥当性については今後さらに検討が
必要である６

中津ら（1996）は育児不安の高い母親は育児に対して否定的な意識が強く，対人関係の希薄

化がみられ，一方育児不安が低い母親は育児に対して肯定的なとらえ方をしていたと報告し，

両角ら（2000）は子ども虐待に対する意識と育児不安との相関があると報告している。従っ

て，母性意識質問紙の活用によるハイリスクマザーの早期発見と早期介入が虐待予防において

も重要であると考える。また，本質問紙は乳幼児健診の場において実施可能で，母親への負担

が少なく，心理相談につなげていくためのハイリスクマザースクリーニングとして有効であ

る。さらに，母親の育児不安の軽減や子どもに対するかかわりの改善により，育児満足感を高

Ⅳ考察

Ｐ＜､０１
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母性意識質問紙の信頼性・妥当性の検討

める教室への参加を早期に勧めていく対象を選択するのにも活用できる。

しかし，木村ら（1985）は育児不安が低いから問題がないとは限らず，子どもに関心の薄い

母親は，育児不安兆候を表しにくく，育児全般の問題を考える上では，こうした無関心な母親

の問題も無視できないと述べている。従って，育児不安尺度だけでなく育児満足尺度の視点か

らのハイリスクマザーの把握も必要である。また，牧野（1982）は育児不安の程度に関連する

大きな要因の一つに夫婦関係があり，夫との関係において充実感と幸福感を感じることがで

き，夫も子育てを一緒にしてくれていると感じることのできる妻は望ましい育児態度をとるこ

とができると報告した。さらに，牧野ら（1989）の調査では就業の有無にかかわらず，夫婦が

普段話し合う時間が長いほど妻の育児不安が低かった。すなわち，夫の存在が妻の育児不安感

や育児満足感に強く影響すると考えられ，夫のサポート感についても把握が必要である。

以上のことから，育児不安感が高く，育児満足感が低く，夫のサポート感の低い母親を早期

に把握し，ハイリスクマザーヘの早期介入のために本質問紙の活用が可能であることが明らか

となった。

Ｖおわりに

家庭や地域における子育て機能の低下や育児不安・不満に起因した虐待の増加が社会問題と

なってきている。虐待により死亡した子どもの年齢は０～１歳がもっとも多く，４歳以下が全

体の約６割を占めている状況からみると，乳児期からの早期介入が必要である。乳幼児のメン

タルヘルスを考える上で，育児不安の高い母親，育児満足感の低い母親，夫のサポート感の低

い母親などのハイリスクマザーの早期発見と早期介入が重要であり，乳幼児健診の場において

母性意識質問紙の活用による指導の成果が期待できる。
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